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第 31回農業環境シンポジウム
「穀物の争奪戦が食卓を襲う ―世界の穀物と環境問題―」

報　告

世界的な穀物価格の高騰が注目を集める中で、農環
研名誉顧問であるレスター・ブラウン氏（米国アース・
ポリシー研究所所長）をお招きし、平成20年6月5日、
大手町サンケイプラザにて第31回農業環境シンポジ
ウムを開催しました。当日は最初に佐藤理事長から開
催挨拶と趣旨説明があり、続いてレスター・ブラウン
博士が「フードセキュリティを確立するプランB3.0」
というテーマで基調講演を行いました。

レスター・ブラウン博士の講演
昨年夏、ヒマラヤ、チベットなどの氷河が融け始め

ました。これらの氷河はアジアの穀倉地帯を潤すガン
ジス川や揚子江などの水源であり、このままでは乾期
の水不足により穀物収量が大幅に減少する危険性があ
ります。ヒマラヤの氷河の融解は食料生産に対する地
球温暖化の深刻な影響を示す象徴的な出来事です。世
界は今、慢性的な食料不足の傾向にあり、穀物の供給
が需要に追いつかなくなっています。人口の増加や肉
食の拡大、バイオ燃料の利用などにより需要が増大す
る一方、水不足や土壌侵食、気候変動、温暖化などの
ため、食料の増産は容易ではありません。打開策とし
て、2020年までにCO2を80％削減するとともに貧困
を撲滅して人口を安定化し、生態系を保全する方策が
必要です。また、そのためには経済の仕組みを、これ
までの化石燃料を中心としたものから、風力、地熱な
どの再生可能エネルギーをベースとしたものにシフト
する必要があります。

パネルディスカッション
阮蔚氏（リャン・ウェイ、農林中金総合研究所）と

山田祐彰氏（東京農工大学）をパネリストに迎え、当
所の新藤純子上席研究員をコーディネータに、パネル
ディスカッションが行われました。この中で阮氏は、
近年の中国における穀物生産の動向について紹介し、
コメ、コムギ、トウモロコシは自給自足できるよう
になったが、ダイズは1996年の輸入自由化以降、輸
入量が大幅に増大しており、近い将来にはトウモロコ
シも輸入するようになるかもしれないと指摘されまし
た。山田氏は、農業大国としてブラジルが注目を集め
つつある実態とセラードやアマゾンの開発との関係に
ついて紹介されました。

今後の作物生産増大の可能性について、中国では
トウモロコシに生産性向上の余地があること、穀物価
格の高値安定は中国国内の作付けインセンティブとし
て働く可能性があるとの指摘があり、ブラジルでは、
5000万ヘクタールのセラードの開発とこれまでに開
発したアマゾンの再利用により、今後必要な生産量を
まかなえるが、実際にはアマゾン地域の新たな乱開発
が問題となっている実態などが紹介されました。また、
アフリカや東南アジアでは、新たな生産技術があって
も水不足が生産の大きな制限要因となっており、さら
に中国では深刻な水不足の他、地下水汚染なども大き
な問題となっていることが指摘されました。世界の食
糧生産における日本の役割については、コメの自給体
制の確立や日本の優れた農業技術の提供による途上国
支援などへの期待がレスター・ブラウン博士から表明
され、最後に宮下理事の挨拶でシンポジウムは終了し
ました。

なお、シンポジウムで用いられた図表を、農業環境
技術研究所のホームページに掲載してあります。是非
ご覧下さい。

http://www.niaes.affrc.go.jp/magazine/099/ 
mgzn09902.html 

（企画戦略室長　安田 耕司）
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